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1.1 宇宙科学の役割と枠組み

✓ 学術として：科学におけるフロンティアの開拓
✓ 技術開発のドライブ： 挑戦的課題による新たな技術開発
✓ 国際協力： 国際連携による国際協力の枠組・国際的リーダーシップ
✓ 人材育成：フロンティア・連携・リーダーシップを兼ね備えた人材育成
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✓ 宇宙科学には大型施設・大型計画が必須
地上：国立天文台，スペース：JAXA 宇宙研究所

✓ 大型施設･大型計画は一般的な科研費とは異なる枠組みにより推進
学術会議によるマスタープラン，行政による方針決定　等

役割

枠組み

宇宙研 天文台

大学

拠点大学
大学

大学

拠点大学
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政策委員会

民間

文部科学省
研究振興局

文部科学省
研究開発局

他省庁

拠点大学：天文学･惑星科学･宇宙工学等の宇宙関連科学に特化した専攻･学部のある大学



1.2  新宇宙政策における宇宙科学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2012/10

(1)  学問・学術としての宇宙科学・宇宙探査は、これまで我が国が世界的に優れた成果を創出し、人類の知的資産の創
出に寄与していること、宇宙科学研究所を中心として、大学をはじめとする各研究機関と連携した効率的な研究マ
ネジメントの体制を有していること等から、今後も一定規模の資金を確保し、それを科学の発展や衛星開発のスケ
ジュールに柔軟に対応できることとすることにより、理学・工学双方の学術コミュニティーの英知を集結し、ボト
ムアップの活力と取組みを尊重しながら、様々な政策的な意図を排除して推進すべきである。

(2)  その中で、学術として実施される宇宙科学・宇宙探査のうち大型化が必要なプロジェクトについては、宇宙科学研
究所を中心とする我が国の宇宙科学・学術コミュニティーの活力をそぐこと無く実施できるような配慮が不可欠で
ある。

(3)  国際協力により、多様な政策目的の達成のために実施される「新たな宇宙探査活動（有人・無人を問わない）」
については、外交、安全保障、産業基盤の維持、産業競争力の強化、科学技術等の様々な側面から評価（学術とし
て実施される宇宙科学に属するものを除く）し、国としての取り組みの在り方につき、長期的な展望に基づく計画
的な推進が必要である。

宇宙政策委員会資料：宇宙科学・宇宙探査の現状、課題及び今後の検討の方向

(1)   科学は高い期待と評価を受けている
(2)   他の学術の大型研究に比し，恵まれた環境
(3)   これに応える JAXA およびコミュニティの在り方は重要課題
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JAXA宇宙科学･探査関連予算
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（第1回宇宙科学小委員会資料より）

地上宇宙関連予算
✓ すばる望遠鏡（1991年予算承認，2000年より共同利用）

建設費 ~400 億円 + 36 億円/年 ～ 800 億円（13年間）
20,000 件プロポーザル，7,000 件採択
学術論文 950 編，著者延べ 11,000 人（日本人 5,800人）

✓ ALMA望遠鏡（2004年予算承認，2012年より共同利用）
建設費 日本分担 ~300 億円 + ~30 億円/年
Cycle 0 (2011/10 - 2012/6) 
　　912 件プロポーザル， 112 件採択
Cycle 1 (2013/1 - 2013/10) 
　　1,113 件プロポーザル，196 件採択

”一定規模”：250 億円が一つの目安
（宇宙政策委員会第1回宇宙科学･探査
部会における松井部会長発言）
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http://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/27_kdata/data/1-1_h24.pdf

1.2  新宇宙政策における宇宙科学
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http://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/27_kdata/data/1-1_h24.pdf
http://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/27_kdata/data/1-1_h24.pdf


2.  ISASの課題
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✓ 理論とプロジェクトの両輪：
科学におけるフロンティア開拓の必定

✓ プロジェクト成果の最大化：
最大の課題，”ボトムアップ”とプロジェクト実行に対する考え方

✓ ロードマップの作成：
ミッションの成功･人材育成の要

✓ 人材育成：
フロンティア・国際連携・リーダーシップを兼ね備えた人材育成



2.1  理論とプロジェクトの両輪

第1回小委員会 藤井委員提案参照
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2.2  プロジェクト成果の最大化

✓  プロジェクト計画段階における理工連携強化
あらゆるチャンスを利用し，理学･工学の存在価値を高める仕組み　
理学の存在意義：最先端科学の展開をドライブ
工学の存在意義：最先端宇宙技術の開発

強力なプロジェクトの必要性
巨額プロジェクトを責任もってやりきるため
コアの段階におけるISASと大学の連携の重要性
とりわけ光･赤外および惑星科学分野における連携のありかた
　　　

✓  プロジェクト提案までの大学および国際連携

これを実現可能とする日常的な研究･計画立案･情報交換･議論　　

これを実現可能とする日常的な研究･計画立案･情報交換･議論　



9

2.2  プロジェクト成果の最大化

競争的選定 ≠ 成果最大化
✓  競争的にプロジェクトを採択す

ることと実施を切り離して考え
るべきではないか

✓  成果の最大化のためには，実施
体制の強化を図る必要がある

✓  ISASの人的資源を最大に活用す
る方策が必要　　　

宇宙科学プロジェクトの採択と実施

宇宙科学研究所

宇宙理学委員会

 自由な発想による萌芽的･先進的研究の実施
次のプロジェクト候補熟成のための支援と選定

大学研究者コミュニティ（理学･工学研究班員）からの
研究提案･プロジェクト提案

宇宙工学委員会

（第1回宇宙科学小委員会資料より）
プロジェクトの競争的選定

 ISAS組織体制のフレキシブル
な組み替えの必要性

巨額プロジェクトを責任もってやりきる体制
ISAS（JAXA）能力の最大限の活用
大学連携の意図的な拡大　

✓  プロジェクト化決定後の実行体制の構築･強化
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2.2  プロジェクト成果の最大化
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News
That Asteroid has a Name!

In 2016, NASA will launch a spacecraft that will return the largest sample of an extraterrestrial object since
the lunar missions ended over 35 years ago. The target of NASA’s OSIRIS-REx mission will be a primitive
asteroid with the assigned designation (101955) 1999 RQ36. Believing the asteroid deserved a more
memorable name, the OSIRIS-REx team, led by the University of Arizona, partnered with The Planetary Society
and...
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The OSIRIS-REx Mission is led by Principal Investigator Dante S. Lauretta of The University of Arizona, supported by a science team of Co-Is, with project
management at NASA's Goddard Space Flight Center and development partnership with Lockheed Martin Space Systems. International contributions are
provided by the Canadian Space Agency. The OSIRIS-REx mission was selected under the NASA New Frontiers Program. Additional information on NASA's

New Frontiers Program is online here.

Some pages may require Flash or Quicktime Players.

In remembrance of Michael J. Drake.

Contact | Privacy, Disclaimers, & Accessibility | FAQ

About the OSIRIS-REx Mission
Exploring Our Past, Securing Our Future

The  OSIRIS-REx  spacecraft  will
travel  to  a  near-Earth  carbonaceous
asteroid (101955) Bennu, study it in
detail,  and  bring  back  a  sample  (at
least  60  grams  or  2.1  ounces)  to
Earth.

This sample will help us investigate
planet formation and the origin of life,
and the data collected at the asteroid
will  also  aid  our  understanding  of
asteroids that can impact Earth.

Download  the  OSIRIS-REx
mission  information  sheet!  (Also
available in Spanish!)

Want  to  learn  more  about  the
OSIRIS-REx  mission?  Read  the
answers  to  some  of  our  most
Frequently Asked Questions here!

EducationLinksGalleryTeamSpacecraft & PayloadMissionObjectivesHome
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Team
The OSIRIS-REx mission has a multi-generational team. The team consists of veteran scientists, engineers and managers as well as those starting careers and

students. Collaborators from institutions around the US and other countries contribute their expertise. Some work full time on the project and many work part
time on the project in addition to other roles. Some team members will have active participation for the entire mission and some team members will be active at
certain times.

Dante Lauretta

Principal
Investigator
University of
Arizona

Ed Beshore

Deputy PI
University of
Arizona

Mike Donnelly

Project Manager
NASA Goddard
Space Flight Center
(GSFC)

Joe Vellinga

Flight System
Manager
Lockheed Martin
(LM)
Interview: Click here.

Elizabeth Acton

Project Support
Specialist
NASA Goddard
Space Flight Center
(GSFC)

Dan Alfred

OCAMS Mechanical
Engineer
University of
Arizona

Branden Allen

REXIS Aperture
and Solar Monitor
Harvard Center for
Astrophysics

Stephanie Allen

New Frontiers
Program Budget
Analyst
NASA Marshall
Space Flight Center
(MSFC)/Al-Razaq
Computing
Services

Jonna Alley

Program
Coordinator, PI
Office
University of
Arizona

Gladys Amaya

Space Grant
Student
University of
Arizona

Alex Andronikov

Sample Scientist -
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University of
Arizona

Amy Aqueche

Contracting Officer
NASA Goddard
Space Flight Center
(GSFC)
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Program E/PO Lead
NASA Jet
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Syed Aziz

Lead Reliability
Engineer
NASA Goddard
Space Flight Center
(GSFC)

Allen Bacskay
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Program Manager
NASA Marshall
Space Flight Center
(MSFC)/FP20

Thomas Bagg

Risk Manager
NASA Goddard
Space Flight Center
(GSFC)

Kevin Ballou

C&DH Engineer
NASA Goddard
Space Flight Center
(GSFC)
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Science Operations
Engineer
University of
Arizona
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Technical Lead
NASA Goddard
Space Flight Center
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Applied Physics
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Flight Systems
Manager
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Space Flight Center
(GSFC)
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Interview: Click here.
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FD Team
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Massachusetts
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Technology (MIT)

Mark Beckman

Flight Dynamics
System Lead
NASA Goddard
Space Flight Center
(GSFC)

Oliver Beres

Student Employee
University of
Arizona

Sonja Bernier

New Frontiers
Program S&MA
Lead
NASA Marshall
Space Flight Center
(MSFC)/QD22

Kevin Berry

Flight Dynamics
Team
NASA Goddard
Space Flight Center
(GSFC)

OSIRIS-REx HP
330 名近い全ミッション関係者の紹介科学目標・計画・機器・ギャ

ラリー・教育などのほか
中には教育・学生雇用担当

なども含まれる

Facebook

Twitter

Wikipedia

✓  積極的な情報提供

はやぶさ2 HP

ホーム

ミッション

サイエンス

始原天体探査の意義

小惑星の種類と探査

はやぶさ２のサイエンス

ギャラリー

関連情報

JAXA はやぶさ２プロジェクト

2003年に打ち上げられた小惑星探査機「はやぶさ」は世界で初めて500m程度の小さな小惑星であるイト
カワを詳細に観測し、 その表面物質を持ち帰ることに成功しました。これに続くミッションとして、「は
やぶさ２」がスタートしています。 「はやぶさ２」は、2006年に最初の提案がなされ、2011年5月から
プロジェクトとなりました。

「はやぶさ２」も「はやぶさ」と同様に、新たなことにチャレンジします。皆さんからの応援を、よろし
くお願いします。

最近の話題

2013年4月11日

「星の王子さまに会いにいきませんかミリオンキャンペーン２」バナーをつくりました。
自由にご使用できますので、是非皆さんも一緒にキャンペーンを応援してください。

2013年4月10日

「星の王子さまに会いにいきませんかミリオンキャンペーン２」がスタートしました！

2012年12月26日

関連情報ギャラリーサイエンスミッションホームEnglish

”星の王子様に会いにいきませんか
キャンペーン” =　”はやぶさ”（10年
前） の取り組みのリバイバル

Team

より多くの研究者の参画・より多くの支援を得るために
新たな参画を誘う環境，情報提供体制の強化
データアーカイブ・公開システムの強化



2.3  人材育成

✓　フロンティア・国際連携・リーダーシップを兼ね備えた人材育成　
　　　実践の中でしか育成はありえない

✓　ロードマップとそれに基づく計画の実行　
　　　具体的計画がなければ若手は集まらない
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いかに機会をふやすか
科学ミッションとflagship ミッションへの柔軟な対応
国際ミッションへのより積極的な参画（組織的・個人的）
理学･工学の存在価値を高める計画･日常的な準備



3. コミュニティの課題
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✓ 分野による多様な課題：
光赤外および電波天文学と惑星科学におけるコミュニティのとりくみ強化
　光赤外・電波：地上望遠鏡との相補的科学，惑星科学：理論と実証科学の連携
技術開発と表裏一体の惑星探査の重要性
磁気圏惑星科学と固体惑星科学の連携

✓ 最先端課題についての議論：
天文宇宙物理：分野ごとの将来計画あり
SGEPSS：将来計画あり，惑星科学会：将来計画作成の必要性

✓ ロードマップの作成･プロジェクト立案：
サイエンス目標に対応したプロジェクト提案の必要性

✓ 将来のサンプルリターンに向けた課題：
リターンサンプル分析体制をどのようにするかの議論要
（学術会議大型計画マスタープランと関連）



3.1  コミュニティの課題（天文宇宙物理）

✓　X線・ガンマ線物理学：初期天体・高エネルギー粒子起源　
ASTRO-H,   DIOS （小型衛星，未知バリオン，首都大他）, 
PolariS（偏光，阪大ほか）

✓　宇宙線：高エネルギー宇宙線エネルギー分布･起源　
JEM-EUSO (ISS，超高エネルギー粒子方向分布，理研他) 

✓　電波・光･赤外天文学： 銀河形成･星形成･惑星系形成，元素合成
SPICA（銀河･惑星形成，2017?　ISAS）, WISH（初期銀河，
東北大他） LiteBIRD（小型衛星，重力波，2020, KEK他）

✓　太陽： 大気加熱･磁場形成･太陽活動周期
Solar-C（黒点･太陽活動，2010年代後半, 天文台他）
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予算化・ WG

 ✓  コミュニティの科学課題議論を経て，提案が絞り込まれている
 ✓  学術会議大型研究マスタープランへの掲載
 ✓  特に地上観測の存在しない分野はJAXA外から提案

基本的に適切な仕組みが存在，しかし地上・スペースの兼ね合
い，規模については調整の余地あり



3.1  コミュニティの課題（惑星科学･探査）

✓　磁気圏物理学： 宇宙プラズマ･惑星磁気圏起源
SPRINT-A (2013), ERG (2015), BEPI-COLOMBO, SCOPE,  JUICE

✓　惑星科学・惑星探査： 太陽系起源・ 惑星進化・生命起源環境
HAYABUSA-2, SELENE2
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 ✓  ISAS内部からの提案・コミュニティ議論未成熟
 ✓  学術会議大型研究マスタープラン2014への提案SELENE2のみ

日本の探査の制約の上に特徴ある惑星科学・探査計画立案の必要性：
　惑星：たとえば，火星マリネリス渓谷への着陸･探査
　小天体：D型小惑星あるいは彗星サンプルリターン
　課題：特徴ある系外惑星観測（ハビタブル惑星大気など）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（永原私見）

しかし，いかにはやぶさが世界にインパクトを与えたか！
　　　　NASA2014予算： OSIRIS-REx = $2.6億（総額$50億，$1.4億@2012)
　　　　惑星探査は工学と理学を牽引 （NSAS小惑星捕獲における電気推進）
　　　　はやぶさヘリテージの総括と新たな展開をもたらす計画が重要



4.  国への要望
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✓ 大規模探査･国際連携・人材育成への柔軟な対応 ：

大規模あるいは国際連携プロジェクトは流動性大
flagship ミッションへの柔軟な対応
若手海外ミッション参画への援助

✓ JAXA予算による科学研究･機器開発等援助：

宇宙科学推進のためには，大学における宇宙科学の進展が不可欠
とりわけ，機器開発・リターンサンプル分析体制の構築が必須



まとめ
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1. 宇宙科学の推進： 期待に応える JAXA とコミュニティの体制構築要

2.  ISASの課題：成果最大化を実現する組織体制を

3.  コミュニティの課題： 惑星探査提案を

4.  国への要望： 大規模探査･国際連携への柔軟な対応，JAXA予算による科学研究・
機器開発等援助
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